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１０番 冨田 宗一 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１ 瀬戸市におけるスポーツ 

振興政策の取り組みについて 

 

【質問趣旨】 

 スポーツは、自発的な運動

の楽しみを基調とする人類共

通の文化であり、楽しいから

こそ人々が自ら求めてこれを

取り組もうとしてきた文化で

あります。瀬戸市においても 

誰もがスポーツに親しめる環

境づくりを行い、そして、す

べての人々がスポーツを楽し

み充実した日常生活を送るこ

とにより地域の活性化にも繋

がります。また、総合型地域

スポーツクラブを核とした連

携・協働について伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）瀬戸市のスポーツ振興

の現状について 

 

 

 

（２）スポーツ振興への取り

組みについて 

 

 

 

 

 

（３）学校体育施設の一般開

放について 

 

 

（４）スポーツ施設の整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

①平成２３年にスポーツ基本法が改正されたが、本市ではスポーツ基本法の改正に

よるスポーツ振興についてどのように捉えているのか伺う。 

②第６次瀬戸市総合計画おいてのスポーツ推進政策の現状と課題についてどのよう

に捉えているのか伺う。 

 

①幼児期運動指針の策定を受けて幼児の身体活動・運動の増強に積極的に取り組む

必要があると思うが見解を伺う。 

②若者がスポーツに参加する機会の拡充や、高齢者の体力づくり支援などライフス

テージに応じたスポーツ活動の推進について伺う。 

③スポーツに気軽に楽しめる機会や場所の提供や地域住民が主体的に参画のできる

地域スポーツ（運動）環境の整備について伺う。 

 

①学校開放の開放日数が定められていますが、原則の日数を超えている学校もあり

ます。現状の課題と対策について伺う。 

②小中一貫校（にじの丘学園）においての学校開放について伺う。 

 

①瀬戸市公共施設等総合管理計画において、市民公園内の各運動施設および市内の

スポーツ施設の整備や修繕並びに更新などをどのように捉えているのか伺う。 

②国際大会及び競技が可能な施設を作ることは出来ないのか伺う。 

③大学や民間企業のスポーツ施設を市民が有効利用できる仕組みが必要だと思うが

見解を伺う。 
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 １０番 冨田 宗一 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）総合型地域スポーツク

ラブへの支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）今後の地域スポーツ体

制の在り方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①総合型地域スポーツクラブへの支援の現状と課題について伺う。 

②①を踏まえて、今後どのように長期的な視点で総合型地域スポーツクラブを位置

づけ、スポーツ振興施策を推進していくのか伺う。 

③瀬戸市において、今小中一貫校を建設しているが、その跡地利用として総合型地

域スポーツクラブの拠点として考えることは可能なのか伺う。 

④総合型地域スポーツクラブを法人化にした場合に体育関係業務を委託する方法も

あると思うが見解を伺う。 

⑤スポーツ推進連絡協議会がスポーツの普及、推進のために果たしてきた役割につ

いて伺う。 

 

①平成３０年３月にスポーツ庁が中学校における運動部活動の在り方に関する総合

的なガイドラインを策定しました。１年が経過し本市における中学校の運動部の

現状と課題について伺う。 

②小中学校運動部活動の地域での支援、地域への移行について伺う。 

③ジュニア世代にとってよりよいスポーツ環境を作るには、スポーツ関係者の連

携・協働による一体化が必要だと思うが見解を伺う。 

④ジュニア選手育成において、トップアスリートによる指導または教室などが開催

されているが、子ども達の可能性を伸ばすためにも今後このような取り組みを推

進して行くべきと思うが見解を伺う。 

⑤国際競技力の向上に向けた人材の育成及びスポーツ環境の整備について、並びに

２０２６年アジア競技大会開催に向けて瀬戸市としてどのような協力体制ができ

ているのか伺う。 

 

 

 

 

 

 


